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製品保証
「保証書」は別途添付しています。
「取扱説明書」とともに、大切に保管してお
いてください。

工事をされる方へ
工事を始める前に、必ず「工事編」をお読
みください。
工事完了後、必ずこの「取扱説明書」をお
客様にお渡しください。

お客様へ
このたびはネポン製品をお買い上げいただ
きまして、まことにありがとうございます。
この商品を安全に正しく使用していただく
ために、お使いになる前にこの「取扱説明書」
をよくお読みになり、十分に理解してくだ
さい。
お読みになった後は大切に保管し、必要な
ときにお読みください。

工
事
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他
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扱
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1 安全上のご注意
■ご使用になる前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ正しくお使いください。
■ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容ですので、必ず守ってください。
■表示と意味は、次のようになっています。

注意

警告 誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性
が想定される内容を示します。

誤った取り扱いをすると、人が軽傷を負ったり、物的損害※

の発生が想定される内容を示します。

分解禁止

アース工事
をすること

回転注意

△は、注意（危険、警告を含む）を示します。
具体的な注意内容は、△の中や近くに絵や文章で示します。
左図の場合は「回転注意」を示します。

※物的損害とは、業務用施設や栽培物および動植物にかかわる拡大損害を意味します。

■図記号の意味は、次のようになっています。

● ネポン指定以外の部品などの取り付けについて

ネポン指定以外の部品などの取り付けおよび使用は、製品の性能を損ねる改造行為となります。
改造行為を行った場合、当社は保証期間内でも製品に関する一切の責任は負いません。
ネポン指定以外の部品などの使用による事故、機器の故障およびその他のトラブルなどは、
すべてお客様の責任の範囲で処置いただくこととなります。

は、禁止（してはいけないこと）を示します。
具体的な禁止内容は、 の中や近くに絵や文章で示します。
左図の場合は「分解禁止」を示します。

●は、強制（必ずすること）を示します。
具体的な強制内容は、●の中や近くに絵や文章で示します。
左図の場合は「アース工事をすること」を示します。

取 扱 編
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安全上のご注意 1

 警告

接触禁止

運転中は可動部や羽根の中に物
や指を入れない
けがのおそれがあります。 専門業者

移設する場合は、必ずお買い上
げの販売店、またはお近くの●
ネポン営業所へ依頼する
移動工事はお客様ご自身では行わ
ないでください。
不備があると感電や火災のおそれ
があります。

 注意

分解修理・ 
改造の禁止

分解・修理・改造はしない
ご自分で修理などを行い、使用さ
れますと事故のおそれがあります。 電源を切る

お手入れや点検は、必ず元電源
を切ってから行う
感電や動作不良、故障のおそれが
あります。

異常・故障時 
使用禁止

異常（異音・異臭）を感じたとき
や故障と思われるときは使用を
中止し、お買い上げの販売店ま
たはお近くのネポン営業所に連
絡する
異常のまま使用すると感電や火災、
事故のおそれがあります。

取扱説明書
添付

譲渡のときは取扱説明書を添付
する
お使いになっている機器を他に
売ったり、譲渡するときは、新し
く所有者になる方が安全な正しい
使い方を知るために、この取扱説
明書を機器の目立つ場所にテープ
止めしてください。

専門業者

廃棄は専門業者へ依頼する
廃棄する場合は必ず専門業者へ依頼してください。
絶対に投棄などはしないでください。
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各部のなまえ2

送風機スイッチ
送風機動作盤

手動運転

停止 自動

警報ランプ

前面カバー 送風機

送風機動作盤

警報ランプ（赤）

主銘板

電気結線図銘板

送風機リード線

前面６カ所

後面６カ所

取り付け穴

自動・手動スイッチ

運転スイッチ

電磁開閉器

過電流保護装置

前面カバー 送風機

吸い込み方向

ファン回転方向

吹き出し方向

表面 扉を開いたところ
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使用方法3
3-1　ダクトファンについて
■ダクトファンは、光合成促進機グロウエアが吹き出したＣＯ２や、冷暖房機が吹き出
した冷風・温風などを吸い込み、ダクトを使って作物周辺に施用する機器です。●
空気膜を利用した省エネ機器への送風機としてもご利用いただけます。
■ダクトファンを有効にご利用いただき●
　◎作物周辺の効果的なＣＯ２を施用で、光合成を促進●
　◎局所環境制御による省エネ●
　◎群落内の空気流動による温度ムラの改善・作物の多湿病害の抑制●
などにお役立てください。
■ダクトファンは、架台やチャンバーボックスに接続して使用します。●
温室の平らな場所に、しっかりと固定してご使用ください。
■吹出口やダクトは別売品です。●
ハウス面積や設置場所、グロウエアの機種、使用する目的になどに応じて、最適な吹
出口・ダクトを取り付けてください。

お
願
い

●●グロウエアが吹き出したＣＯ２を吸い込む使用方法の場合は、ダクトファン本体が熱
くなりますので、長時間手で触れたりしないでください。●
やけどのおそれがあります。

●●施設園芸用以外で使用しないでください
この機器は施設園芸専用です。他の用途には使用しないでください。故障や事故
のおそれがあります。
●●運転中は可動部や羽根の中に物や指を入れないでください
けがのおそれがあります。

 警告

●●ダクトファンの端面に触らないでください
けがのおそれがあります。
●●腐食性ガス（硫化ガス）などを吸い込ませないでください
送風機が腐食して分解・飛散するおそれがあります。●
また、腐食性ガスが室内に拡散し危険です。

 注意

●●湿度の高いハウスや海岸に近いハウスなどで使用する場合は、ハウスの鉄骨と同
じように腐食することがあります。●
また、農薬などの影響で腐食することがあります。●
腐食が進むと送風機が分解・飛散したり、本体が転倒・落下したり、電気部品が
絶縁劣化するおそれがあります。●
部品が腐食したときは、早めに交換してください。

お知らせ

■ダクトファンは生育ガスや温度を広範囲に環境制御する装置のため、作物に病害が発生したときに
胞子などを吸い込ませると、ハウス全体に拡散させるおそれがあります。十分に注意してご使用く
ださい。
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使用方法3

停止のしかた

1 �運転スイッチを「停止」にする
自動・手動スイッチや外部入力の状態に関係なく、
ダクトファンは停止します。

3-2　運転方法

■ダクトファンの運転方法は、「外部入力による自動運転」と「手動運転」があります。
■以下の手順に従って、運転してください。

自動運転のしかた

1 �自動・手動スイッチを「自動」にする
2 �運転スイッチを「運転」にする

◎◎外部入力がＯＮのとき、ダクトファンが運転し
ます。
◎◎外部入力がＯＦＦのとき、ダクトファンが停止
します。

お
願
い

●●グロウエアや冷暖房機と連動させる場合や、外部制御機器により運転させる場合は、
外部入力の接続が必要です。●
自動運転の準備ができていない場合は専門業者に工事を依頼してください。

お
願
い

●●グロウエアが吹き出したＣＯ２をダクトファンに吸い込ませる使用方法の場合は、●
インターロック出力回路を使用してください。●
ダクトファンが動作していない状況でグロウエアが運転すると、ダクトファンが高温
になり故障するおそれがあります。
●●冷暖房機が吹き出した冷風・温風をダクトファンに吸い込ませる使用方法の場合は、
設備の状況によってインターロック出力回路の使用を判断してください。●
ダクトファンが動作していない状況で長時間冷暖房機を運転させると、ダクトファン
が高温や結露状態になり故障するおそれがあります。●
　冷暖房機の使用方法①　冷暖房機が停止しても作物障害とならない場合●
　　　　　　　　　　　　　　インターロック出力回路を使用してください。●
　冷暖房機の使用方法②　冷暖房機が停止すると作物障害となる場合●
　　　　　　　　　　　　　　インターロック出力回路は使用しないでください。●
　　　　　　　　　　　　　　この場合、ダクトファンが異常停止した時はすぐに●
　　　　　　　　　　　　　　異常原因を取り除いて正常な状態に戻してください。●
➡20 ページ「電気配線の施工」参照

送風機スイッチ
手動運転

停止 自動

下
げ
る

送風機スイッチ
手動運転

停止 自動

上
げ
る

下
げ
る
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使用方法 3
手動運転のしかた

1 自動・手動スイッチを「手動」にする
2 �運転スイッチを「運転」にする
外部入力に関係なく、ダクトファンが運転します。

3 ��手動運転をやめるときは、運転切替スイッチ
を「停止」にする

お
願
い

●●使用後は必ず運転スイッチを「停止」にしてください。

スイッチ操作とダクトファンの運転状態

運転スイッチ 自動・手動●
スイッチ 外部入力 ダクトファンの●

運転状態
運転 自動

ＯＮ 運転
送風機スイッチ

手動運転

停止 自動 ＯＦＦ（なし） 停止

運転 手動
ＯＮ 運転

送風機スイッチ
手動運転

停止 自動 ＯＦＦ（なし） 運転

停止 自動
ＯＮ 停止

送風機スイッチ
手動運転

停止 自動 ＯＦＦ（なし） 停止

停止 手動
ＯＮ 停止

送風機スイッチ
手動運転

停止 自動 ＯＦＦ（なし） 停止

送風機スイッチ
手動運転

停止 自動

上
げ
る

上
げ
る
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使用方法3
3-2　安全装置
■ダクトファンは、以下の安全装置を搭載しています。●
異常が発生したときに働いて、運転を停止させたり、
警報ランプ（赤）が点灯して異常をお知らせします。
■安全装置が働いたときは、まず運転を停止してくだ
さい。安全装置が働いた原因を調べ、取り除いてか
ら再運転をしてください。
■原因を取り除いても症状が変わらないときは、お買
い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所にご連絡ください。

過熱防止装置

■送風機モータが異常な高温状態になったときに、送風機モータの焼損を防ぐため、過
熱防止装置が働いて、送風機を強制的に停止させます。
◎◎警報ランプ（赤）が点灯します。

■送風機モータ内部の温度が下がると自動的に復帰して、送風機は再び動作します。
■送風機モータ内部が高温になる状況が改善されないと、送風機停止・再運転を繰り返
します。●
この場合は、以下の処置をしてください。

1 �運転スイッチを「停止」にする
2 �原因を確認し、取り除く
以下の項目を確認します。
◎◎送風機は正常に回転しているか●
・羽根がロックされていない●
・大きなブレがない
◎◎吸い込み温度が５５℃以下か
◎◎周辺温度が４０℃以下か

過負荷保護装置（サーマルリレー）

■送風機モータの電流値が異常に大きくなったときに、過負荷によるモータの焼損を防ぐ
ため、送風機動作盤内にある電磁開閉器の過負荷保護装置（サーマルリレー）が働いて、
送風機を強制的に停止させます。
◎◎警報ランプ（赤）が点灯します。

■過負荷保護装置（サーマルリレー）が働いたときは、以下の手順で再運転をしてくだ
さい。

●●再運転するときは、必ず元電源
を切ってください
感電のおそれがあります。

 注意

1 �運転スイッチを「停止」にする

停止 自動

警報ランプ

送風機スイッチ
手動運転

停止 自動

下
げ
る

送風機スイッチ
手動運転

停止 自動

下
げ
る

1
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日常の点検・お手入れ 4

日常の点検・お手入れ4
●●お手入れや点検は、必ず元電源を切ってから行ってください
感電や動作不良、故障のおそれがあります。 警告

4-1　日常の点検
■以下の項目を確認してください。

◎◎異音や異常振動が発生していないか
◎◎ファンを取り付けている金具やボルト類に緩みがないか
◎◎取り付けねじのさびがひどかったり、破損のおそれはないか
◎◎モータにほこりがたまっていないか
◎◎周辺に吸い込みやすいものはないか

2 �元電源を切る
3 �原因を確認し、取り除く
以下の項目を確認します。
1過負荷保護装置（サーマルリレー）のリセッ
ト棒が飛び出しているか
2ゴミ詰まり、さび付き、障害物などで送風機
がロックしていないか
3送風機回路の配線（３線）のうちの1線が外れ
ていないか
4元電源三相の確認（ヒューズなどが切れていな
いか）
5過負荷保護装置（サーマルリレー）の設定値
が２．８になっているか
・�右図のように、▼印に設定値を合わせてくだ
さい。

4 �過負荷保護装置（サーマルリレー）のリセッ
トボタン（白い突起）を押す
◎◎リセット棒が飛び出します。
◎◎警報ランプ（赤）が消灯します。

5 �元電源を入れる
6 �運転スイッチを「運転」にする

◎◎外部入力がＯＮのとき、送風機が運転します。

リセットボタン（白い突起）

3.4

2.
8

Ａ
Ｒ
Ｃ2
.2

3

回
す

－5
4

押
す

電磁開閉器

過負荷
保護装置
（サーマル
リレー）

➡リセット
　ボタンを
　押すと
　リセット棒
が飛び出る

6

4

送風機スイッチ
手動運転

停止 自動

警報ランプ
消
え
ま
す

上
げ
る
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故障・異常の見分けかたと処置方法5

故障・異常の見分けかたと処置方法5

4-2　お手入れ
■ほこりなど汚れが目立ってきたら、定期的に掃除を行ってください。

■修理を依頼される前に、一度確認してください。●
原因が分からないときや、故障を確認したときは、必ずお買い上げの販売店、または
お近くのネポン営業所にお問い合わせください。

状　況 原　因 処置方法

ダクトファンが
動作しない

電源配線が接続されていない 電源配線を接続してください

運転スイッチが入っていない 運転スイッチを入れてください

送風運転入力信号がない 送風運転入力信号を入力してください

ダクトファンが
動作しない
[警報ランプ点灯]

過熱防止装置が働いている ➡8 ページ「過熱防止装置」参照

過負荷保護装置が働いている ➡�8 ページ「過負荷保護装置（サーマルリ
レー）」参照

ダクトファンが
停止しない

送風機自動・手動スイッチが手動側
になっている

送風機自動・手動スイッチを自動側にして
ください

送風運転入力信号がある 送風運転入力信号が切れてダクトファンが
停止すれば正常です

●●点検・修理は必ずお買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所に
依頼してください
施工不備により、感電、漏電、動作不良、または火災のおそれがあります。

 警告

●●異常（異音・異臭）を感じたときや故障と思われるときは使用を中止し、
お買い上げの販売店またはお近くのネポン営業所に連絡してください
異常のまま使用すると感電や火災、事故のおそれがあります。

 注意
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■保管する場合は元電源を切り、点検・お手入れの後ビニールシートなどで覆い、ほこ
りや水が製品に浸入しないようにしてください。
■保管する場所の温度が－３０℃以下、７０℃以上とならない場所で保管してください。

保管6

移設・譲渡・廃棄7
●●移設する場合は、必ずお買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業
所へ依頼してください
不備があると感電や火災のおそれがあります。

 警告

●●廃棄は専門業者へ依頼してください
廃棄する場合は必ず専門業者へ依頼してください。絶対に投棄などはしないで
ください。
●●譲渡のときは取扱説明書を添付してください
お使いになっている機器を他に売ったり、譲渡されるときは、新しく所有者と
なる方が安全な正しい使い方を知るために、この取扱説明書を機器の目立つ場
所にテ－プ止めしてください。

 注意
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仕様8
8-1　仕様表

用途 施設園芸用ダクト接続式送風機
型式 ＤＦ－４５０Ｔ
電源 ＡＣ２００Ｖ　三相　５０／６０Ｈｚ
消費電力 ５５０／６７０Ｗ　※１

運転電流 ２／２．４Ａ　※１

保護等級 ＩＰ５４
製品質量 ３５ｋｇ
使用環境温度 ０～４０℃
吸い込みガス温度 ０～５５℃　※２

操作部 運転・停止スイッチ、送風機手動・自動スイッチ
外部入力 送風運転入力：無電圧接点
外部出力 インターロック出力：無電圧接点
表示 警報ランプ
運転音 ７０ｄＢ（Ａスケール）　※３

吹出口（別売品） φ４００×１個、φ３００×２個
（φ３００×１個）　※４

※１　�表中「／」で示す数値は、それぞれ５０／６０Hzの値を示します。●
φ４００吹出口の風量約３５㎥／min、ダクト静圧約２５０Ｐａのときの値です。

※２　�グロウエアとの距離を１ｍ離すと、吸い込み温度は５５℃以下となります。●
送風機は吸い込み温度６５℃まで使用できますが、寿命が短くなることがあります。●
なるべく吸い込み温度５５℃以下で使用してください。

※３　�「φ４００吹出口・上吹き出し・ダクト接続なし」の状態で測定しています。
※４　�φ４００吹出口×１個、またはφ３００吹出口×２個で使用してください。●

φ３００吹出口×１個で使用する場合は、風量が少なくなります。
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仕様 8
8-2　電気結線図

名
　
　
称

記
　
号

ダ
ク
ト
フ
ァ
ン
モ
ー
タ

Ｆ
Ｍ

リ
レ
ー

Ｒ
ｙ
1

漏
電
遮
断
器

Ｅ
Ｌ
Ｂ

警
報

Ｒ
ａ

電
磁
開
閉
器

Ｍ
Ｓ
Ｆ

警
報
ラ
ン
プ

Ｒ
Ｌ

過
負
荷
保
護
装
置

Ｏ
Ｃ
Ｒ

１
．電
源
は
AC
20
0V
三
相
で
す
。電
源
容
量
に
あ
わ
せ
て
施
工
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．必
ず
ア
ー
ス
工
事
を
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

３
．漏
電
ブ
レ
ー
カ
(1
5
ま
た
は
30
m
A）
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

４
．モ
ー
タ
が
加
熱
し
て
保
護
装
置
が
は
た
ら
く
と
Ｒ
ａ
接
点
が
開
に
な
り
ま
す
。

５
．C
G
と
連
動
す
る
時
は
外
部
接
点
(6
、7
）に
CG
フ
ァ
ン
出
力（
8、
9）
を
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

注
 記

Ry
1

電
  源

20
0V
 ３
相

50
/6
0H
z

Ｍ
Ｓ
Ｆ

Ｒ
Ｓ

Ｔ

赤
白

黒

２
４

６

１
３

５

Ｅ
Ｌ
Ｂ

赤

白

空

桃 橙

破
線
部
分
は
現
地
施
工
と
な
り
ま
す

送
風
機
動
作
盤

M
SFA1 A2 95 96

Ｒ
y1
-1

手 動
送
風
機

手
動
・
自
動

ス
イ
ッ
チ

自 動

桃

黄

茶 白

Ｆ
Ｍ

茶
黒

白
灰

緑
黄

Ｒ
a

10
11

8 9

6 7

青
灰

ダ
ク
ト
フ
ァ
ン
送
風
機

54

外
部
接
点 Ｒ
y1
-2

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

RL

白

紫
97 98

O
CR

O
CR

N
O

N
C

CO
M

紫

1413

9 1
5

8 12

黄
緑

12

6 7外
部
接
点

外
部
接
点
接
続
例
 （
CG
4型
へ
の
接
続
例
）

CG
フ
ァ
ン
出
力

98

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
接
続
例

（
CG
4型
ES
配
線
部
へ
の
接
続
例
）

54

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

CG
の
ES
配
線
部

（
CG
4型
G
S配
線
部
へ
の
接
続
例
）

43

CG
の
G
S配
線
部

A4

青

青

黄
緑

Ｏ
Ｃ
Ｒ

黄
緑

Ｒ
y1
-2
8 12

54

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

Ｒ
y1
-2
8 12

空

運 転
停 止
送
風
機

運
転
・
停
止

ス
イ
ッ
チ

黒
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１ 安全上のご注意

 警告

転用禁止

施設園芸用以外で使用しない
この機器は施設園芸専用です。他
の用途には使用しないでください。
故障や事故のおそれがあります。

専門業者

工事や移動は、お買い上げの販
売店または工事業者が行う
お客様ご自身で工事をされ、施工
不備があると感電や火災のおそれ
があります。

法令順守

火災予防条例、電気設備に関する技術基準、電気工事はそれぞれ指定の工事業
者に依頼するなど法令の基準を必ず守る
法令違反になる場合や施工不備により、感電、漏電、動作不良、または火災のおそれ
があります。

吹出口
取り付け

吹出口は必ず取り付ける
けがのおそれがあります。

水濡れ禁止

雨水・散水などが直接かからな
い場所に取り付ける
感電や動作不良、故障のおそれがあ
ります。

アース工事
をすること

アース（Ｄ種接地）工事を確実
に必ず行う
感電や故障のおそれがあります。 漏電ブレー

カー設置

漏電遮断器（１５ｍＡまたは
３０ｍＡ）を必ず取り付ける
感電や故障のおそれがあります。

工 事 編

 注意

開こん2
お
願
い

●●作業をするときは、手袋などの保護具を装着してください。
ダクトファンをダンボールから取り出すときに、ダクトファンの端面で手を切るおそ
れがあります。
●●ダクトファンを横倒しにしたり、手荒く扱ったりしないでください。
●●送風機リード線を傷付けないようにしてください。
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開こん 2

■右の付属品があること
を確認してください。
■付属品はなくさないで
ください。

2-1　付属品

2-2　別売品

■以下の部品を別売品として用意しています。

●●吹出口は必ず取り付けてください
けがのおそれがあります。 注意

送風機スイッチ
送風機動作盤

手動運転

停止 自動

警報ランプ

取扱説明書

送風機動作盤
（１個）

ねじ●
ナベセムスM4×20
（６本）

ねじ●
ＴＰナベタッピング5×12

（8本）

取扱説明書
（１冊）

①チャンバボックス（下吹きタイプ）

●●ダクトファンを下吹き出しで使用するときの部品です。
●●ダクトファンが吸い込んだＣＯ２などを下部の吹出口
から吹き出します。

●●転倒しないように、ボルトやくいな
どでしっかりと固定してください
●●ダクトファンが倒れないように、チャ
ンバボックスとダクトファンをしっか
りと固定してください

 注意

②架台セット

●●ダクトファンを載せて使用します。

●●転倒しないように、ボルトやくいな
どでしっかりと固定してください
●●ダクトファンが倒れないように、架台
セットとダクトファンをしっかりと固
定してください

 注意
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開こん2
③吹出口φ４００

④吹出口φ３００

●●付属の吹出口ガードを必ず使用して
ください
けがのおそれがあります。

 注意

⑤吹出口φ４００取り付け板

●●ダクト配管を接続する場合に、市販のφ４００フラン
ジを取り付けて使用します。

●●必要に応じて、指が入らないように
防護対策をしてください
けがのおそれがあります。

 注意
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3-1　取り付け場所の選定

取り付け3
●●工事は、お買い上げの販売店または工事業者が行ってください
施工不備があると感電や火災のおそれがあります。 警告

■以下の注意を守って、取り付ける場所を選定してください。

■水平に取り付けできる場所
■雨水や散水などの水が直接かか
らない場所
■グロウエアとダクトファンとの
距離が１ｍ以上離せる場所
グロウエアとダクトファンとの
距離を1m以上離さないと、送風
機が過熱して故障するおそれが
あります。

■点検の為、ダクトファンの周囲
60cm以上の空間を照れる場所
■カーテンなどのダクトファンが
吸込みやすいものが周囲にない
場所

■以下の説明に従って、ダクトファンを運搬してください。

1 �ダクトファンの重さに十分耐えられる鉄製
のパイプを用意する

2 �ダクトファンのパイプ穴に❶のパイプを通
して運搬する

3-2　運搬

お
願
い

●●運搬するときは、ダクトファンの端面を
持たないでください。●
手を切るおそれがあります。

１ｍ以上

グロウエアとダクトファンの距離

鉄製のパイプ

パイプ穴
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取り付け3
3-3　組み立て
■以下の説明に従って、ダクトファンを組み立ててください。

1 �吹き出し方向と、ダクトファンを固定するもの（チャンバボックス、架台セットなど）
を決める
◎◎下図を参照に、吹き出し方向を決めます。
◎◎横吹き出しの場合は、配線が下向きになるようにしてください。●
配線が上向きではダクトファンを固定できません。

お
願
い

●●送風機リード線を傷付けないようにしてください。

2 �ダクトファンとチャンバボックス
（別売品）、または架台セット（別
売品）を固定する
◎◎ボルト（Ｍ８）とナットを別途用意
してください。
◎◎ボルト（Ｍ８）とナットを使って、
ダクトファンの吸い込み側２カ所と
モータ側２カ所をチャンバボックス
（別売品）、または架台セット（別売
品）と固定します。

吹き出し
方向

取り付け穴が
ありません

配線取り出し方向

吹き出し方向

吹き出し方向

配線
取り出し方向

配線
取り出し方向

吹き出し方向

配線
取り出し方向

吸い込み側２カ所 モータ側２カ所
2

1

ダクトファンを固定する

吹き出し方向
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取り付け 3

3-4　送風機動力盤の取り付け
■付属品のねじ（ナベセムスM4×20）６本を使って、送風機動力盤をダクトファンに
取り付けてください。

お
願
い

●●チャンバボックスや架台セットはしっかりと固定してください。

3 ��前カバーを取り付ける
◎◎付属品のねじ（ＴＰナベタッピング5×
12）８本を使って、ダクトファンに前カ
バーを取り付けます。

付属品のねじ ６本
（ナベセムスM4×20）

送風機動力盤

付属品のねじ ８本
（ＴＰナベタッピング5×12）

前カバー

3

横吹き出しの場合
上吹き出し・

下吹き出しの場合

前カバーを取り付ける
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3-2　送風機リード線の配線
■右図に従って、配線をし
てください。
◎◎端子台カバーと電磁開閉
器のカバーを外してくだ
さい。

3-1　注意事項

電気配線の施工4
●●電気工事は、お買い上げの販売店または工事業者が行ってください
施工不備があると感電・漏電や火災、事故などのおそれがあります。 警告
●●アース（Ｄ種接地）工事を確実に必ず行ってください
感電や故障のおそれがあります。
●●漏電遮断器（１５ｍＡまたは３０ｍＡ）を必ず取り付けてください
感電や故障のおそれがあります。

 注意

■電源はＡＣ２００Ｖ三相です。電源容量に合わせて施工してください。
■感電事故を防止するため、必ずアース工事をしてください。（Ｄ種接地工事、接地抵
抗１００Ω以下）

R
S
T
4
5
6
7
8
9
10
11
12

端子台

電磁開閉器

アース線

外部入力

灰

黒 青 茶

灰
緑

黄緑
白・黄

インターロック

送風機リード線

電源
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電気配線の施工 4

■以下の手順で送風機の回転方向を確認してください。

1 �元電源を入れる
2 �ダクトファンの運転スイッチを「運転」にする
3 �自動・手動スイッチを「手動」にする
4 �すぐに自動・手動スイッチを「自動」にし、送
風機の回転方向が右回り（時計回り）であるこ
とを確認する

5 �逆回転している場合は、元電源を切り、電源用
配線のＲ相とＴ相を入れ替える

送風機の回転方向の確認

3-3　外部入力

3-4　インターロック

■グロウエア、冷暖房機、その他の制御盤の連動
出力（無電圧接点）に接続してください。

■インターロックは、ダクトファンの異常時に回路が断線しても問題がない個所に接続
してください。
◎◎運転スイッチと同等の個所に接続してください。
◎◎ファンタイマ回路には接続しないでください。

グロウエアと連動する場合

ファン回転方向

6

7

外部接点 CGファン出力

9

8

5

4

インターロック CGのES配線部

4

3

CGのGS配線部

A

4

Ｒy1-2
8
12

5

4

インターロックＲy1-2
8
12

例：グロウエアＣＧ４型への接続

例：グロウエアＣＧ４型●
　　ＥＳ配線部への接続

例：グロウエアＣＧ４型●
　　ＧＳ配線部への接続
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工事完了後の確認5

●●据え付け工事が正しくされているか確認してください
施工不備があると感電・漏電や火災、事故などのおそれがあります。 警告

■工事が完了したら、お客様と一緒に必ず試運転をしてください。
■お客様にこの取扱説明書に従って説明をしてください。
■下記のチェックシートに従って点検をしてください。

工事完了後の確認5

№ 点　検　項　目 参照ページ

■設置場所

1 ダクトファンは雨水や散水設備などの水が直接かからない場所に設置されている 17ページ

2 水平に設置されている 17ページ

3 ダクトファンの周囲に点検のためのスペースがある 17ページ

4 吸込みやすい物が近くにない 17ページ

■設置方法

5 ダクトファンはチャンバボックスや架台セットに確実に固定されている 15ページ

6 チャンバボックスや架台セットはダクトファンが転倒しないようにしっかりと固
定されている 15ページ

■電気配線

7 電源は200V三相で電源容量は十分ある 20ページ

8 アース工事は確実に行なわれている 20ページ

9 連動機器とのインターロックが適切に配線されている 20ページ

10 連動運転している機器との外部入力が適切に配線されている 20ページ

■冷暖房機が停止してしまうと作物障害が発生するような場合は、インターロックの使
用はしないでください。この場合は、ダクトファンが異常停止したらすぐに異常原因
を取り除いて正常な状態に戻してください。機器が故障するおそれがあります。
■冷暖房機が停止しても作物障害とならない場合
は、右図に従ってインターロック出力回路を使
用してください
◎◎運転スイッチと同等の個所に接続してください。
◎◎ファンタイマ回路には接続しないでください。

冷暖房機と連動する場合

5

4

インターロック
冷暖房機の
運転ＳＷ
同等回路

Ｒy1-2
8
12
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■工事終了後、お客様立会いのもと取り付け状態を確認し、試運転をしてください。
■以下のことを確認してください。

試運転6

■本体が確実に取り付けられている
■電気工事が正しく施工されている
■ファンが正しく動作している
■ファン運転中に異音や異常振動がない



MEMO



MEMO
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定
期
点
検
・
お
客
様
登
録

定期点検・お客様登録

定期点検について

この製品は、定期点検が必要です。
この製品の性能を維持し、お客様が安全にお使いいただくために、定期点検（有料）
をお受けください。
定期点検のお申し込み、内容や手続きに関するお問い合わせは、お近くのネポン
営業所、またはサービスセンターまでご連絡ください。●
また、製品に同封の「点検・修理申込書」でも直接お申し込みいただけます。●
必要事項をご記入のうえ、FAX（フリーダイヤル）にてお申し込みください。

●●定期的に点検・整備を受けてください
整備不良がありますと、事故のおそれがあります。 注意

お近くのネポン営業所 サービスセンターまたは

定期点検のお申し込み・お問い合わせは･･･

FAXによる定期点検のお申し込みは･･･
FAX 0120－ 926413

お客様登録について
ネポン製品をご購入いただいたお客様には、よりよいサービスを提供
するため、「お客様登録」をお願いしております。

「お客様登録」にお申し込みいただくと、ご使用開始から１年（もしくは１シーズン）
の無料修理保証期間が２年（もしくは２シーズン）に延長されます。

お申し込み方法は…
　①�別途添付している保証書の「お客様登録申込書」に必要事項をご記入●
いただき

　②�保証書から「お客様登録申込書（ネポン控え）」を切りとって
　③�返信用封筒に入れて、ポストに投函してください

定期点検・お客様登録
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保証とアフターサービス

保
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☎（046）247ー3195
月曜日～金曜日　9：00～17：00

お買い上げの
販売店

お近くの
ネポン営業所

サービスセンター

または

修理のご用命は… ご相談

■ご連絡いただきたい内容
◉品　名　　　◉型　式
◉お買い上げ日（　年　月　日）
◉故障の状況 （できるだけ具体的に）
◉�お名前　　　◉電話番号
◉ご住所（�付近の目印などもあわせて

お知らせください）
◉訪問希望日

■修理料金の仕組み
修理代は技術料・部品代・交通費から●
構成されています。

技術料…�故障した商品を正常に修復する
ための料金です。

部品代…�修理に使用した部品代金です。
交通費…�車両・移動に必要な料金です。

■保証期間中は･･･
修理に関しては保証書をご覧ください。
保証書の規定に従って修理させていた
だきます。

■保証期間が過ぎているときは･･･
修理すれば使用できる場合には、ご希望
により有料で修理させていただきます。

補修用性能部品の保有期間

保証について

修理を依頼されるとき

FAX 0120－926413

　�製品に同封の「点検・修理申込書」でも直接修理をお申し込みいただけます。●
必要事項をご記入のうえ、FAX（フリーダイヤル）にてお申し込みください。

■�この製品は、保証書を別途添付しています。●
保証書は、「お買い上げ日・販売店名」などの記入を必ずお確かめのうえ、お買
い上げの販売店からお受け取りください。●
内容をよくお読みいただき、大切に保管してください。
■�保証期間は、お買い上げ日から１年です。●
保証期間中でも有料となる場合があります。詳しくは保証書をご覧ください。
■�お客様登録をお申し込みいただくと、保証期間が2年に延長されます。●
詳しくは、保証書をご覧ください。

　�10 ページ「故障・異常の見分けかたと処置方法」に従ってお調べいただき、なお
異常があるときは、元電源を切って（電源プラグがある場合は、電源プラグを
抜いて）、お買い上げの販売店、または お近くのネポン営業所にご連絡ください。

　�この製品の補修用性能部品の保有期間は、製造打ち切り後１２年です。●
補修用性能部品とは、その製品の性能を維持するために必要な部品です。

保証とアフターサービス



〒150－0002　東京都渋谷区渋谷１丁目４番２号

URL：http://www.nepon.co.jp/

お客様へ

お買い上げ年月日、
販売店名を記入してください。●
サービスを依頼されるとき、
お役にたちます。

□ お買い上げ年月日／　　　　　　年　　  　 月　　  　 日

□ お買い上げ販売店／

電話番号（　　 　　 　 ）　　　　　　－

環境に配慮した紙を使用しています。 無断転載・不許複製禁止


